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はじめに

基礎生物学研究所の「外部点検評価報告書 2022」をお送りします。この報告書は、

2023 年 7 月に行われた外部点検評価会議の内容についてとりまとめたものです。基礎

生物学研究所の運営会議の所外委員の先生 3 名、運営会議に所属しない有識者の先生 3
名にお願いして、オンサイトでの外部点検評価会議を開催し、2022 年度の研究所の活

動について評価して頂きました。本冊子には 2022 年度に行われた私たちの活動がまと

められています。また、アンケート形式で研究所の活動についての評価と提言をお願い

し、頂いた回答を記載いたしました。

2022 年 4 月より、第 4 期中期目標期間が始まりました。本研究所は、基礎生物学の

先導的な研究推進を目的として、遺伝子から個体群にいたる多階層を統合的に解析する

「超階層生物学（Trans-Scale Biology, TSB）」を第 4 期中期目標期間のキーワードに掲

げ、「研究 DX」（データ駆動型サイエンス+AI 解析）」を取り込んだ新たな生物学研

究を開始しました。この超階層生物学を推進するため、既存の３センター（生物機能解

析センター、モデル生物研究センター、新規モデル生物開発センター）を「超階層生物

学センター（TSB センター）」に改組すると共に、共同利用研究の枠組みに「超階層生

物学共同利用研究」を新たに設け、超階層生物学研究を行う基盤を整備しました。また、

分野や領域を跨いだ分野横断的な研究を効率的に進めるため、領域名の廃止や分野横断

研究ユニットを新たに設置する等組織再編を行うと共に、運営の効率化とスタッフのキ

ャリアパスにつなげるべく Research and Management Coordination (RMC) を新たな職位

として設けました。これら第 4 期中期目標期間の初年度となる 2022 年度の取組につい

て、本冊子に掲載しています。もちろん、これまで同様、大学共同利用機関として、様々

な共同利用共同研究の推進、国内国際連携、リソース保存や配布、各種支援事業による

研究者コミュニティへの貢献、若手研究者の育成、広報やアウトリーチ活動による社会

へ貢献等の諸事業も継続しています。

本報告書をご一読くださり、基礎生物学研究所の運営と活動について、忌憚のないご

意見を賜ることができれば、今後の研究所の運営活動に反映させていく所存です。今後

も基礎生物学研究所へのご助言、ご支援をどうぞよろしくお願いします。

令和 5 年 12 月  

基礎生物学研究所 所長 阿形清和
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１．基礎生物学研究所の概要  

―2022年度を中心にー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章の外部点検評価会議、第３章のアンケートで資料として使用したもの。 
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2022年度基礎生物学研究所外部点検評価資料 

 

 
2023年 7月 11日 

 
2022 年度の基礎生物学研究所の活動について、７つの項目（運営面、中核拠点性、国際

性、研究資源、新分野の創出、人材育成、社会との関わり）についてまとめた。 
 

図 1.基礎生物学研究所の使命 

 

・ 1977 年に設立。 
・ モデル生物から非モデル生物に至る幅広い生き物を対象とし、多様な研究分野や生

物現象の研究を、最先端技術を用いて展開し、『生き物研究の世界の中核拠点』とし
て、世界レベルの高水準の研究基盤を形成する。 

・ 高水準の研究基盤と幅広い研究力を基に、共同利用・共同研究・トレーニングコー

スを他大学や研究機関の研究者に提供することで、生物学コミュニティ全体の研究

力の強化に貢献する。 
 

基礎生物学研究所 ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/ 
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図 2.『生き物研究』の世界の中核拠点 

 

多様な生物の特性に着目し、幅広い解析手法や先端技術を用いて生命現象の「共通
原理」や「多様性」を明らかにする。 
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図 3. 財政規模 

 

運営交付金が減少しているなか、学術変革領域研究（計画班員）、新学術領域究（計

画班員）、基盤研究、若手研究等の科研費、CREST やさきがけ、AMED 等の受託研

究、民間企業との共同研究等の外部資金を獲得して、研究所の活動を支えている。 
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図 4. 節電対策の成果 1 

図 5. 節電対策の成果 2 
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図 6. 節電対策の成果 3 

 

節電対策のため、2019 年 10 月 25 日に節電宣言を行い、老朽化した冷蔵・冷凍庫の

停止、エレベーター使用の制限、冷暖房の適切な使用、不要な照明の消灯等を徹底

し、経費削減に努めた。2021 年度は、2019 年度と比較して約 3,200 万円、2020 年

度と比較して約 1,200万円の削減に繋がった。2022年度は、使用電力量は 93,097kwh
削減できたものの、電力料金が高騰したため前年の 2021 年度と比較して 5,460 万

円増加となった。 
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図 7.組織改編 

 

2022 年４月に以下の組織再編を行った。 
・ 既存の３センターを再編して超階層生物学センターを設置（詳細は 12〜14 ペ

ージ参照）。 
・ 領域名の廃止。 
・ 分野横断研究ユニットの設置（設置目的と構成員は下記参照）。 
 

（分野横断研究ユニットの設置目的） 
新しい生物学の創成、国際連携の強化、グローバル化された人材育成等の学際的共

同研究を推進するために、機構本部からの支援を得てオープンラボを設置し共通機

器の整備等の環境を整えてきた。2020 年４月より本格的に運用を開始し、新規モデ

ル生物開発センターの一部の教員とアストロバイオロジー教員、プラズマバイオロ

ジー教員、基礎生物学研究所・多様性生物学研究室教員、さらにハイデルベルグ大

学（ドイツ）との連携プロジェクト・教員が集結し、実験やセミナーを共同で行う

など学際的な取組を進めてきた。この取組をより明確化するために、2022 年 4 月

から、「分野横断研究ユニット」に名称を変更し、分野横断的な研究活動、共同利

用研究を一層推進させた。分野横断研究ユニットでは、実験機器などを共有するこ

とによって、新任の研究者や共同利用研究者がスタートアップに時間を割かずにス

ムーズに研究を開始できることも特徴である。 
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図 8.新しい職位の導入 
 

・ 2022 年４月より、RMC (Research Management and Coordination) の職位を導入した。

RMC は、博士の学位をもつ研究者であり、研究力強化戦略室、IBBP センター、超

階層生物学センターなどにおけるマネジメント業務を行う。業績審査により昇任、

及び定年制移行を認める制度となっている。 
・ 2022 年 4 月に超階層生物学センターに亀井保博 RMC 准教授（特任准教授からの変

更。定年制移行。10 月より RMC 教授）、研究力強化戦略室・広報室に倉田智子 RMC
助教（特任助教からの変更、定年制移行）、研究力強化戦略室・国内国際連携グル

ープに立松圭 RMC 助教（特任助教からの変更、定年制移行）、2022 年 10 月に研究

力強化戦略室・若手研究者支援グループに小峰由里子 RMC 准教授（助教からの職

位変更かつ昇任）を配置した。 
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図 9.組織・人員 

 
2022 年度における基礎生物学研究所教員の異動は以下のとおりであった。 
・ 松岡祐児特任助教が進化発生研究部門に着任した。 
・ 鈴木伸之介助教が生殖細胞研究部門に着任した。 
・ 池田達郎特任助教が生殖細胞研究部門に着任した。 
・ 亀井保博 RMC 教授が進超階層生物学センター超階層生物学共同利用推進室に着任

した。 
・ 四宮愛助教がバイオリソース研究室に着任した。 
・ 小峰由里子助教が RMC 准教授に職位変更・昇任した。 
・ SINAPAYEN，Lana 特任准教授（クロスアポイントメント）が超階層生物学センタ

ーAI 解析室に着任した。 
・ 坂本丞特任助教が生命創成探究センター特任研究員として転出した。 
・ 川出健介助教が埼玉大学助教として転出した。 
・ 北館祐助教が名古屋市立大学助教として転出した。 
・ 南野尚紀特任助教が熊本大学特任助教として転出した。 
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図 10.研究力強化戦略室 

 

研究力強化戦略室は、企画・評価、国内国際連携、広報、共同利用、若手研究者支援、

産学連携の６グループからなり、自然科学研究機構の共創戦略統括本部と連携し、共同

利用を通した国内外の大学や研究機関および基礎生物学研究所の研究力強化のための

活動を行っている。研究力強化戦略室の活動を効率的に機能させるために、所内の委員

会と連携して活動している。各グループの実務担当者および室長、副室長からなる戦略

室実務担当者会議を、毎月開催し点情報共有を図ると共に、研究力強化について議論し

ている。2023 年４月からは、皆川副所長を新室長とした体制として活動している。 
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図 11.超階層生物学センターの設置 

 

・ 基礎生物学研究所では、第３期に「環境適応戦略研究」と「新規モデル生物開発」

の２つをキーワードに掲げ、幅広い生き物を用いた多様な生命現象を対象に、最先

端のオミクス解析やバイオイメージング技術を用いた研究を展開してきた。その結

果、従来飼育や培養が困難であったユニークな生物を、研究材料として飼育・培養

できる環境を整え、かつ、それらの生物の全ゲノム解析をできるプラットフォーム

の構築、さらには遺伝子導入やゲノム編集技術開発を行い、生物学の教科書を書き

換えるような国際的にインパクトの高い論文を出すことに成功した。これら研究成

果の多くは、ある階層の生命現象を別の階層の生命現象と結びつける「階層を超え

た研究」により得られたものである。この第３期の実績を踏まえ、第４期では、「超

階層生物学（Trans-Scale Biology）」をキーワードに掲げ、「研究 DX」（データ駆動型

サイエンス+AI 解析）」を取り込んだ新たな生物学の確立と展開をミッションとし

て掲げた。 
・ 超階層生物学をより強固に推し進めるために、既存の３センター（生物機能解析セ

ンター、モデル生物研究センター、新規モデル生物開発センター）を改組し、中核

となる「超階層生物学センター」を新設した。超階層生物学センターに、以下の室

が設置されている。 
超階層生物学共同利用推進室： 
 超階層生物学センター全体の有機的運営 
 超階層生物学共同研究のマネジメント 
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 2022 年 10 月に亀井保博 RMC 教授が着任 
トランスオミクス解析室： 
 各階層のオミクス解析技術の開発とデータ取得および解析 
 2022 年度にイメージング MASS を導入 
 階層をつなぐ解析パイプラインの開発 
 特任准教授（または助教）の公募を実施（2023 年 3 月締切）、現在選

考中 
データ統合解析室： 
 ビックデータの保存とクラスターコンピュータの管理 
 解析プログラムの開発 
 遺伝子データベースの開発と管理 
 ネットワークシステムの管理と維持 
 2024 年度新規大型計算機の更新のための調達を開始 

AI 解析室： 
 AI を活用したビックデータ解析と、モデリング・シミュレーション技

術の開発 
 生命科学と情報科学の両方を熟知した若手人材の育成 
 2023 年 2 月に SINAPAYEN，Lana 特任准教授（クロスアポイントメン

ト・外国人・女性）が着任 
バイオイメージング解析室： 
 バイオイメージングデータ取得および解析 
 大型スペクトログラフを用いた共同利用研究の推進 
 画像解析を専門とする加藤輝 RMC 助教が 2023 年 4 月に着任 

新規モデル生物開発室： 
 新規モデル生物の飼育・繁殖・栽培、それらを用いた実験操作に係る

新規技術の開発 
 新たなモデル生物の研究者コミュニティ構築 

モデル生物研究支援室： 
 モデル生物の飼育・栽培設備の提供 
 モデル生物の遺伝子資源の開発・保存・提供 
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図 12.今年度の超階層生物学センターの取組 

 
・ 超階層生物学センターのホームページ（https://www.nibb.ac.jp/tsb/）および７室全て

の HP を作成し、外部向け窓口を超階層生物学共同利用推進室とした。同時に推進

室 HP において超階層生物学センターでのイベント（セミナー・研究会・トレーニ

ングコース）の告知・募集を行い、また、共同利用研究の成果（主にプレスリリー

ス）を一覧できるようにした。メールマガジン（年間 10 回程度）も発行を開始した。 
・ 超階層生物学センターの室間の連携強化のために、Slack 等のコミュニケーション

ツールを導入した。また毎月定例のミーティングを開催し、組織の効率化・活性化

策の議論や、情報共有を図っている 
・ 超階層生物学共同利用推進室および AI 解析室、バイオイメージング解析室の RMC

職員、特任教員を公募・配置した。また、トランスオミクス解析室の特任准教授（ま

たは助教）の公募を行い、現在選考中である。 
・ 研究費を配分する超階層生物学共同利用研究を公募し、2022 年度に 3 課題、2023 年

度に 4 課題を採択し、研究の推進と様々な方面からの支援を実施している（科学雑

誌の特集号や、ニコニコ超会議でのライブイベントなどの企画）。 
・ 新規モデル生物開発共同利用として進めてきたイベリアトゲイモリのシンポジウム、

エダアシクラゲに関するワークショップを開催し、新規モデルとして支援を進める。 
・ AI 解析については、中部大学や生理学研究所との連携セミナーを 2021 年度から 5

回開催し、中部大学との連携協定も完了した。中部大学との連携協定の活動として
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2022 年度には教員 2 名が中部大学の AI 特別講義を受講し、所員（生物学研究者）

向けにアレンジした講義を行った（10 月 25 日-26 日）。2023 年度も教員・技術職員

の 2 名が AI 講義を受講し、同様に所員向けの講義を予定している。 
・ 超階層生物学センター開設ワークショップ（Zoom 配信）を 2022 年 11 月 1 日に開

催し、AI を含めた超階層生物学の考えと、共同利用推進のための体制、共同利用

課題募集をコミュニティに周知した。2023 年度も同センター主催のワークショッ

プの実施を予定している。 
・ 2022 年度は、各種トレーニングコース（7 件）を開催した（ゲノムインフォマティ

クストレーニングコースを 3 回、顕微鏡光学系実習を 2 回、画像解析ソフト実習

を１回、生物画像データ解析トレーニングコースを 1 回）。2023 年度も同様のコー

スを開催し、さらに新規モデル生物の技術講習会の開催を企画している。 
 
(概算要求との関連) 

・ 2022 年度の概算要求において、教育研究組織改革分として「超階層生物学センタ

ーの創設 ―AI を活用した超階層生物学拠点の構築―」、基盤的設備整備分として

「超階層生物学研究システム」の支援を受けることとなった。 
・ 「超階層生物学センター」は、文部科学省から「国立大学の機能強化を推進するた

めの教育研究組織改革の例（令和４年度新規分）」の一つとして取り上げられ、「大

学の枠を越えた組織的連携やネットワーク構築による組織改革を通じて、異分野

融合や新領域創成等の卓越研究を強力に推進するとともに良質な研究資源の支援

基盤を形成し、世界の学術研究を先導する」の取組として期待されている。 
・ 2023 年度の概算要求では、「継続拡充」として４名の人員を要求し、2022 年度 2 名、

2023 年度 2 名が認められ、すでに 3 名は着任、残る 1 名も選考中である。2024 年

度の概算要求でも２名の増員を要求している。 
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図 13.超階層生物学共同利用研究の成果 

 

・ 2022年度 3件、2023年度 4件採択した超階層生物学共同利用課題を推進している。
鋭意研究推進しているものの挑戦的な新分野の研究であり、2022 年度は開始 1 年
目なので発表論文まだないが、すでに注目されているテーマもある。例えば、慶應
義塾大学前田太郎特任助教が代表を務める「盗機能」現象の分子機構解明を目指す
課題では、摂食した生物の発光タンパク質を利用するキンメモドキの全ゲノム解
読が進んでいる。月刊「細胞」では「盗機能」の特集号が刊行された。また、前田
代表や、阿形所長、亀井超階層生物学研究センター推進室長らが、「光合成をする
ウミウシ」をテーマにしてニコニコ超会議において生放送を行った。 

・ 超階層生物学研究センター利用の共同利用や共同研究成果論文は多数公表されて
いる。2022年度基生研が行った 30件中の 18件は同センターが関係した共同利用・
共同研究であった（共同研究先機関との共同発表も含む）。 
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図 14.共同研究 

 

・ 2022 年度の共同利用研究として、148 件の課題を採択・実施した。2023 年度の共
同利用研究は、４月現在で 118 件の課題を採択している。（例年水準で、4〜10 月
の期間に随時申請によって採択件数が増える。） 

・ 超階層生物学センター等の研究支援施設に設置されている機器や施設を共同利
用・共同研究に供している。研究支援機能の強化のために、2022 年度に 1 分子ロ
ングリード DNAシーケンサーや、高速高解像度共焦点顕微鏡、質量分析装置を導
入した。 
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図 15.2022年度の成果 1 

図 16.2022年度の成果 2 

2022 年度、基礎生物学研究所からは 118 報の論文を発表し、30 件のプレスリリースを

行った。First Author および Corresponding Author の両方が基生研所属の論文 16 件、そこ

から分野のバランス等を考慮して 8 件を掲載した。 
・ 多くのほ乳類の精巣は、陰嚢で冷やされており、精巣の温度が上昇すると、精子形

成が障害され、男性不妊をもたらす一因となっている。本研究では、マウス精巣の

体外培養を用いて、精子形成の温度感受性を詳細に調べ、精子形成の複数のステッ

プが、温度に厳密に依存して障害されること。とりわけ、陰嚢の温度（34°C）で培

養すると精子が作られる一方、体深部の温度（37-38°C）では相同染色体を精子に

分配する減数分裂がうまくいかず、細胞死を起こすことが明らかにした。 
（吉田研 平野高大 研究員ほか） 

・ コケ植物やシダ植物の受精では、泳いで卵を目指す精子を作り、その過程で、大が

かりなオルガネラ（細胞小器官）の変化が起こる。中でもエネルギー産生やさまざ

まな代謝の場であるミトコンドリアは、精細胞から精子へと変化する精子変態の

過程でその数や形が大きく変化することが知られているものの、どのような仕組

みででき上がるのかは分かっていなかった。本研究では、苔類ゼニゴケを用いて、

精子変態の初期にミトコンドリアが分裂とそれに続くオートファジー（自食作用）

による分解を受けて一旦 1 個まで数を減らし、その後分裂によって 2 個になるこ

とを発見した。このオートファジーはミトコンドリア以外のオルガネラや細胞質

の分解にも関わっているものの、ミトコンドリアは他のオルガネラとまとめて分

解されるのではなく、異なる時期に別の制御を受けて分解されることも明らかと
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なった。動物の精子変態過程では、不要なオルガネラや細胞質は、隣接する細胞が

取りこんで分解することで除去されるものの、細胞壁をもつ植物細胞では、動物と

同じような方法で精子変態を行うことはできない。本研究により、コケ植物の精子

変態におけるオルガネラ再編成のユニークな仕組みが明らかとなった。 
（上田研 法月拓也 研究員ほか） 

・ 昆虫類の形態には、様々な雌雄差（性的二型）があり、Double sex 遺伝子により制

御されていることが知られている。今回、シミ類に着目することにより、Double sex
は昆虫進化の初期段階で既に雌雄で異なるスプライシング調節を受けていること

を明らかにした。また、Double sex 特有なアミノ酸配列を見いだし、これらのアミ

ノ酸配列を置換した変異型の解析から、Double sex は新機能を獲得したとする仮説

を提唱した。これらの成果は、有翅昆虫類と昆虫類以外の節足動物との間にあった

知見のギャップを埋め、Doubles sex の特殊な進化史を新たに推定するものである

昆虫類の形態には、様々な雌雄差（性的二型）があり、Double sex 遺伝子により制

御されていることが知られている。今回、シミ類に着目することにより、Double sex
は昆虫進化の初期段階で既に雌雄で異なるスプライシング調節を受けていること

を明らかにした。また、Double sex 特有なアミノ酸配列を見いだし、これらのアミ

ノ酸配列を置換した変異型の解析から、Double sex は新機能を獲得したとする仮説

を提唱した。これらの成果は、有翅昆虫類と昆虫類以外の節足動物との間にあった

知見のギャップを埋め、Doubles sex の特殊な進化史を新たに推定するものである。

（新美研 千頭康彦 研究員ほか） 
・ 脊椎動物の内耳にある前庭器官には頭部の傾きや振動などの直線的な動きを受容

する耳石器官と、回転を受容する三半規管があり、それぞれの器官の感覚受容細胞

である有毛細胞が頭部の傾きや動きを受容し、前庭神経節ニューロンを介して脳へ

信号伝達する。本研究では、生物試料と対物レンズを一緒に傾けたり、振動させな

がらイメージングを行うことが可能な「対物レンズ傾斜顕微鏡」を作製し、生体観

察に適したゼブラフィッシュ仔魚の耳石器官の有毛細胞と前庭神経節ニューロン

の活動を生体内カルシウム（Ca2+）イメージングによって可視化することに成功し

た。頭部を前後方向や左右方向へ傾斜あるいは振動させながら神経活動を計測した

結果、頭部の傾きや動きの「方向」が、異なる場所の有毛細胞・前庭神経節ニュー

ロンによって受容し分けられること、そして速い振動／遅い傾斜などの頭部の「動

き方」も、異なる場所の有毛細胞によって受容し分けられていることが明らかとな

った。前庭器官の構造と機能は脊椎動物種間で共通性が高いため、私たちヒトの耳

石器官でも同様の仕組みで頭部の傾きや振動が受容し分けられていることが示唆

される。 
（東島研 谷本昌志 助教ほか） 

・ 昆虫アブラムシの共生器官には共生細菌ブフネラが存在している。しかし、複数の

共生者から成る複合共生系についてはあまり研究が進んでいない。今回、ササコナ

フキツノアブラムシが 2 種の共生細菌ブフネラとアルセノフォナスと複合共生系

を築いていることを発見した。これら共生細菌は同じ共生器官の異なる細胞内に

棲み分けがされ、母親から子へ垂直伝播していることが明らかとなった。またゲノ

ム解析により、栄養合成に関わる遺伝子レパートリーに相補性が見られた。ブフネ
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ラとアルセノフォナスによる絶対共生の例は世界で初めてであり、複合共生系の

進化の共通原理を理解するのに貢献すると期待される。 
（重信研 賴本隼汰 大学院生ほか） 

・ 約 4 億 7 千年前に淡水域から陸上へ進出する前の植物は、細胞が縦に繋がった糸

状の形や、細胞が平面上に 1 層に並んだ形をしていたと考えられている。一方、現

在陸上で生きている植物（陸上植物）は、細胞が何層も重なった厚みや太さのある

体をしている。この体の厚みは、並層分裂と呼ばれる細胞分裂によって生み出され、

この分裂により陸上植物は、体中に水を運ぶ管（水通導組織）を作り出したり体を

支えたりすることができ、乾燥した陸上環境でも生活できたりするようになった。

従って、並層分裂が植物の陸上進出の原動力の一つとなったと考えられるものの、

植物の進化の過程で、どのような仕組みによって並層分裂が獲得されたのかは明

らかになっていなかった。本研究では、コケ植物のヒメツリガネゴケを使って、土

壌中のバクテリアから陸上植物の祖先のゲノム DNA に侵入した GRAS ファミリ

ーのメンバーである 3 種類の遺伝子が、細胞ごとの分裂方向を巧みに操ることで

特定の細胞のみで並層分裂を起こさせ、植物の陸上進出を可能にした水通導組織

を作り出すことを明らかにした。本研究成果は、植物の多様な体がどのように進化

したかを明らかにする手がかりとなるのに加え、GRAS 遺伝子の働きを調節する

仕組みを改変することで、体の厚みを変化させた作物などを作りだせる可能性が

あることから、今後の農作物や園芸の品種改良につながる可能性が期待される。 
（長谷部研 石川雅樹 助教ほか） 

・ 光に応答するタンパク質を用いて細胞や個体をコントロールする光遺伝学と呼ば

れる手法は、近年、生物学の多様な分野で広く用いられるようになっている。本研

究では、光遺伝学を利用して線虫の行動を光でコントロールすることに成功した。

これまでの線虫の研究では、紫外光や青色光などの短波長の光に応答する光遺伝

学ツールが使われていたが、線虫は青色光を嫌う習性があることから、これらのツ

ールを使用するには青色光に反応しない変異体の線虫を使用する必要があった。

しかし、変異体を用いた研究では生理機能への影響が少なからず考えられるため、

青色光を用いない光遺伝学的ツールが期待されていた。本研究では、赤色光/近赤

外光に応答するフィトクロム B（Phytochrome B, PhyB）とその結合因子 PIF からな

る PhyB-PIF システム、さらに PhyB の光応答に必要なフィコシアノビリン（PCB）
を細胞内で合成させるシステム（SynPCB）を導入することで、線虫の細胞内シグ

ナル伝達系を赤色光で操作すること、さらに、腸の細胞内のカルシウム濃度を制御

することにより、線虫の排便リズムを光でコントロールすることに成功した。本研

究で使われた PhyB-PIF と SynPCB を線虫に適用することで、将来的には線虫の細

胞内シグナル伝達と行動の関連性をより直接的に理解することができると期待さ

れる。 
（青木研 小田茂和 元助教ほか） 

・ 多くの動物にとって姿勢制御は生存に重要である一方で、魚の姿勢制御メカニズ

ムの詳細は不明であった。今回、ゼブラフィッシュ仔魚を用いた解析により、左右

方向にわずかに傾斜すると、胴体をわずかに屈曲することで重力と浮力の作用す

る軸にずれが生じ、これにより傾きを立て直す方向に力のモーメントが生じて姿
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勢を立て直していることを明らかにした。また、この胴体屈曲を駆動する神経回路

の詳細も明らかにした。哺乳動物において相同な神経回路が姿勢制御に重要であ

ることから、今後、哺乳類を含めた脊椎動物全体の微細な姿勢制御に関わる神経回

路のより詳細な解明につながることが期待される。 
（東島研 椙岡拓己 大学院生ほか） 
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図 17.国際連携 

 

・ ドイツ・ハイデルベルグ大学の Center for Organismal Studies (COS) と、研究者や学

生の交流を目的としたオンラインミーティングを 2022 年 7 月に開催した。NINS
戦略的国際研究交流加速事業の支援により実施した、刺胞動物の光応答に関する

国際共同研究の報告会として開催した。また、2022 年 10 月には、ハイデルベルグ

にて対面での合同ワークショップを開催し、研究所の教授や助教と COS の研究者

との活発な議論が交わされた。更に 2023 年 3 月にはポスドク研究員 1 名を派遣し

た。刺胞動物の光応答や幹細胞性の維持に関する共同研究を両機関間で推進する

とともに、新たに植物の膜輸送研究に関する研究手法の共有、昆虫と細菌の共生系

での動物発生関連遺伝子に関する新たな共同研究の芽出しが進んだ。幹細胞性の

維持に関する共同研究では、NINS-DAAD 国際交流事業への申請が採択され、2023
年度より、相互訪問による研究実施が予定されている。 

・ ハイデルベルグにて、EMBL 所長、及び、COS 所長との意見交換会を実施し、3 機

関による合同ワークショップ開催も含めた連携の議論を実施した。 
・ プリンストン大学とは、IRCC-QIB を通じて、2023 年 3 月に同大学にて第 3 回の合

同シンポジウムを開催した。また、第 2 回の国内向けの合同プロテオミクストレ

ーニングコースの開催に向けた議論を続け、2024 年 5 月開催で調整している。他

方で、IRCC-QIB の活動の一環として、2 ヶ月毎に双方の間のオンラインミーティ

ングを実施し、国際共同研究を推進している。同共同研究に従事する IRCC-QIB 研

究員 1 名が 2022 年 7 月から 12 月まで基礎生物学研究所に滞在し、研究成果の取
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りまとめに向けた研究を実施した。 
・ 国際的な研究交流の場である NIBB コンファレンスについては、「組織における細

胞間コミュニケーションの原理」をテーマに 2022 年 11 月 13 日から 15 日で開催

した。他方で、台湾・Academia Sinica とは、2023 年度に台湾で開催予定の合同国

際プラクティカルコースの開催に向けて準備を進めている。 
 
基礎生物学研究所の国際連携活動 

https://www.nibb.ac.jp/interchange/ 
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図 18.大学連携バイオバックアッププロジェクト 

 

大学連携バイオバックアッププロジェクト（Interuniversity Bio-Backup Project for Basic 
Biology (IBBP)）は、研究者が保有する生物遺伝資源を預かり、バックアップ保管を行

う事業である。東日本大震災時に生物資源が損失した経験を踏まえ、貴重な生物遺伝

資源が自然災害等の不測の事態により失われることを防ぎ、安定した研究・開発活動

を支援する目的として活動している。バックアップは無料で行われる。 

 

・ 2022 年度は新規・追加・延長・返却・廃棄申請合計 102 件を受け付け、返却と廃

棄の実施により 9 件が保管終了となった。 

・ 2019年から運用を開始したWeb申請審査管理DBシステム (IBBP-easy) を用いて、

7 つの大学サテライト拠点機関および各分野専門家と連携しての保管委託申請審

査および保管物管理を行っている。 

・ 現時点でバックアップ保管が困難な生物種等の保存技術開発のために、生物遺伝

資源新規保存技術開発共同利用研究を行っている。共同利用研究によってこれま

でに 11 種類の生物（ゼニゴケ、ヒメツリガネゴケ、キク、サトイモ、ラッキョウ、

ニンニク、カイコ 、テントウムシ、ショウジョウバエ、ラット、マウス）の精子

や胚、卵巣などの長期凍結保存を可能にする技術の開発や生存率の向上に成功し

た。中でもゼニゴケでは 749 本、カイコでは 188 本、テントウムシでは 5 本のサ

ンプルを IBBP センターでバックアップ保管している。 

・ 今年度から IBBP センター専任として栂根助教を配置し、特に植物の保存技術開発
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推進のための体制を強化した。 

・ 2020 年度及び 2021 年度は新型コロナウイルスへの対応としてオンラインにて

Cryopreservation Conference を開催したが、2022 年度はハイブリッド（岡崎コンフ

ァレンスセンター及び Zoom）で 11 月 17 日（木）～18 日（金）に開催し、202 名

の参加者があった。 

・ 広報活動では現地での学会開催が再開し、ブース出展（第 69 回日本実験動物学会

総会、日本植物学会第 86 回大会、第 45 回日本分子生物学会年会）を行った。植物

学会ではシンポジウム「使おう！植物学を支える研究プラットフォーム」でも IBBP
を紹介した他、オンラインで開催の学会（日本ゲノム編集学会第 7 回大会）では

IBBP CM を各セッション間等で配信する事によって IBBP を周知した。 

・ 保存技術講習会を開催（7 月：ラット、10 月：サケ科魚類およびメダカ）し、研究

者コミュニティーに保存技術を周知する事による研究の推進、または他生物種の

保存技術開発の推進を行った。 
 

大学連携バイオバックアッププロジェクト ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/ibbp/ 
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図 19.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRPメダカ) 

図 20.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRPゼブラフィッシュ) 
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図 21.ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRPアサガオ) 

 

・ National BioResource Project (NBRP)メダカの中核機関、NBRP ゼブラフィッシュと

NBRP アサガオの分担機関として生物資源の維持・配布を行うとともに、新規系統

やクローンの収集を進め、新たな生物資源として提供できるようにしている。さら

に、これらリソースの質の向上を目的として保存技術の開発やゲノム解析も行い、

付加価値のあるリソース提供の環境を整え、研究者コミュニティに貢献している。 
・ 第４期 NBRP が 2021年度で終了し、これまでの実績をもとに第５期 NBRP の申請

を行った。これまでの活動が評価され、上記の３つの活動が承認され、2022年 4月
より第５期 NBRP としてスタートした。第４期と同様、研究者コミュニティに貢
献するべく、生物資源の収集と保管、配布、データベースの充実化などを行ってい
る。 

 

基礎生物学研究所が運営に関わるナショナルバイオリソース 

https://www.nibb.ac.jp/collabo/bioresource.html 
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図 22.データーベース 

 

基礎生物学研究所のバイオリソースデータベースのサービスとして、下記の 10 個

を情報管理解析室のサポートのもと公開している。アクセス数は順調に増加してお

り、研究者コミュニティに貢献している。 
1. XDB3 (Xenopus Developmental Biology Database Version 3) 
2. MBGD (Microbial Genome Database for Comparative Analysis) 
3. PHYSCObase (Physcomitrella Database) 
4. PODB3 (The Plant Organelles Database Version 3) 
5. Japanese Morning Glory Genome Database 
6. nekko (NIBB Encyclopedia of “KinKon” Omics) 
7. iNewt (Integrated Portal Site for the Newt, Pleurodeles waltl) 
8. DB-HABs (Database for Research in Harmful Algal Blooms) 
9. CLiCKAR (Workflow for Genotyping of CRISPR-Cas9-based Knockout Phenotypes) 
10. ChaetoBase (Gene annotation database for Chaetoceros gracilis) 

 
基礎生物学研究所が提供するデータベースサービス 

https://www.nibb.ac.jp/collabo/databases.html 
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図 23.先端バイオイメージング支援プラットフォーム 

 

・ 2016 年度に新学術領域研究の枠組みとしてスタートした先端バイオイメージング

支援ネットワーク（ABiS）は、基礎生物学研究所と生理学研究所を中核機関とし

て、最先端の光学機器や画像解析技術をもつ大学・研究機関がネットワークを構築

し、科研費取得者に対して光学顕微鏡、電子顕微鏡、磁気共鳴画像、画像解析の最

先端技術を提供した。６年間で 1,487 件の支援を行い、その多くは学会等で発表さ

れ、一部は論文として掲載されている（2023 年 5 月 24 日現在で 475 報）。また、

イメージング技術の普及と若手育成を目的としてトレーニングコースを６年間で

59 回開催した。 
・ 第 1 期 ABiS 活動の成果を元に、バイオイメージング研究のニーズを調査して支援

内容を検討し、生理学研究所と基礎生物学研究所を中核機関とした新たなネット

ワークとして 2021 年度に学術変革領域研究（学術研究支援基盤形成）に応募した。

これまでの活動が評価され、第２期 ABiS 事業（2022 年度〜2027 年度、

https://www.nibb.ac.jp/abis/）の活動が認められた。これまでと同様、生理研ととも

に中核機関として、光学顕微鏡、電子顕微鏡、磁気共鳴画像、画像解析の支援を行

っている。 
・ 2022 年度は、光学顕微鏡支援を 101 件、電子顕微鏡支援を 45 件、磁気共鳴画像支

援を 17 件、画像解支援を 17 件、総計 180 件の支援を行った。トレーニングコー

スは 14 件開催した。 
・ ABiS は、Euro-Bioimaging (EuBI) が展開している Global Bioimaging (GBI) と 2018
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年 9 月に連携協定を締結した。合同でのトレーニングコースやシンポジウムの開

催することで、バイオイメージングに関する最新の技術や情報の共有を図ってき

た。毎年開催されている実務者会議（EoE: Exchange of Experience）に参加し、イメ

ージング施設のスタッフや若手研究者のキャリアパス、データ共有システム構築

や産学連携推進、バイオイメージングの将来に向けたグローバル戦略の策定など

世界共通の課題について議論を行ってきた。また、GBI 主催のトレーニングコース

やレクチャーの情報を ABiS 支援者へ展開するなど、イメージングネットワークの

ハブとしても活動した。第 2 期 ABiS 活動においても GBI との連携を継続する。

2023 年 7 月には、「ABiS-GBI 2023 course - Image data: image analysis, data management 
and reuse」を岡崎と神戸にて開催予定である。 

・ この ABiS による国内および国際連携活動は、（１）画像取得と画像からの情報抽

出技術の向上、（２）支援者間の技術交流・情報交換、（３）国内外の挙動研究の推

進、（４）先進技術の継承と後継者の育成、（５）新たな研究課題の掘り起こし、（６）

世界標準のイメージング技術の取得等の効果に繋がり、日本におけるイメージン

グ技術の高度化と支援体制の充実、世界における日本の生命系イメージングネッ

トワークサイエンスのプレゼンス強化に繋がることが期待される。 
 

先端バイオイメージング支援プラットフォーム ホームページ 

https://www.nibb.ac.jp/abis/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32

https://www.nibb.ac.jp/abis/


図 24.デュアルラボ体制による生物学の推進 

 

・ 形質統御棟３階に「オープンラボ」を設置し、異分野の研究者からなる学際的研究

の推進を進めている。従前の教授陣を中心とするコアラボとオープンラボとのデ

ュアルラボの両輪で生物学を先導している。 

・ 組織改組により設置した「分野横断研究ユニット」に所属する研究者がオープンラ

ボを活用し、異分野交流を深めることで、各自の研究を発展させている。 

・ オープンラボでは、本機構が先導してきたアストロバイオロジーやプラズマバイ

オサイエンスとの連携、および、海外学術機関との連携を強化し、次世代の新しい

生物学を創成するとともに、ダイバーシティを確保し、真にグローバル化された人

材育成を進めた。 
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図 25.共同利用・共同研究拠点との連携 

 

・ 北海道大学 低温科学研究所、熊本大学 発生医学研究所、徳島大学 先端酵素学研究

所、群馬大学 生体調節研究所との連携協定に基づき、共同研究や人材交流を展開し

ている。 
・ 発生医学研究所が主催する「国際オンラインセミナーシリーズ」に基礎生物学研究

所からも若手研究者らが参加している。先端酵素学研究所とは、プリンストン大学

との国内向け合同プロテオミクストレーニングコース開催での協力・連携に向け、

議論を進めている。生体調節研究所の教授 1 名が来所し、共同研究の打ち合わせや

所内向けセミナーを行うとともに、所内の施設を見学した。 
・ 中部大学や生理学研究所と、「AI を活用した生命システムの解明」での研究や教育

につなげることを目的に、2022 年 7 月に包括的な連携協定を締結した。協定に基づ

き、基礎生物学研究所の若手研究者 2 名が、中部大学が主催する「AI 技術講座」に

参加するとともに所内向けの講習会を開催し、AI 解析技術の所内への浸透を測った。

また、教育面での連携の一環として、学部生・大学院生向けの講義の若手研究者に

よる担当や、講義の相互履修についての議論を進め、2023 年 4 月からの実施に向け

た準備を進めている。他方で、連携セミナーでの相互交流から、ヒトの錯視や動物

の行動、その姿勢制御に関する、AI を活用した、共同研究が展開されている。 
・ 各研究拠点とは、それぞれが主催する国際会議や研究会へ、相互の研究者が参加で

きるように情報を共有し、人的交流を促している。 
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図 26.大学院教育と若手研究者支援 

【大学院教育】 

・ 総合研究大学院大学（総研大）の基盤機関として、生命科学研究科・基礎生物学専

攻（https://www.nibb.ac.jp/univ/）の教育、研究指導を行っている（2023 年度より先端

学術院 基礎生物学コースに改組）。2022 年度の在籍者は 39 名（うち留学生 8 名、

2022 年秋入学者、年度途中での修了／退学者を含む）であった。

・ 2022 年度の入学者は、４月に５年一貫制２名３年次編入４名、10 月に５年一貫制１

名、合計 7 名であった（入学定員 9 名）。

・ 特別共同利用研究員（他大学からの受託大学院生

https://www.nibb.ac.jp/collabo/education.html）５名、特別実習生（他大学学部生の卒業

研究指導）４名を受け入れた（いずれも年度途中からの受入者を含む）。

・ 2022 年度中に総研大に在籍していた学生 9 名（6 月 1 名、9 月 2 名、12 月 2 名、3
月 4 名）に博士の学位を授与した。また、2 名に修士の学位を授与した。

・ 総研大生および特別共同利用研究員（他大学からの受託大学院生）には、RA 制度に

より年間約 100 万円の経済的支援を行った。

・ 名古屋大学の卓越大学院プログラム「トランスフォーマティブ化学生命融合研究大

学院プログラム」に連携機関として参画しており、2022 年度には基礎生物学専攻の

授業科目の履修機会の提供、融合研究のため学生の派遣受け入れ、リトリートへの

教員の参加など、プログラムへの協力を行っている。

【新入生確保のための広報活動】 
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・ 年 4 回の大学院説明会を行っている。2022 年度は、５月にオンライン説明会（参加

15 名）、８月、11 月、3 月にはハイブリッドの説明会開催した（参加者数は、8 月来

所 8 名オンライン 9 名、11 月来所 1 名オンライン 4 名、3 月来所 5 名オンライン 13
名）。遠方からでも気軽に参加できるオンライン、研究所の雰囲気を生で味わえる来

所参加、どちらも好評であった。 
・ 特に総研大入学に関心を持つ学生を対象に、基礎生物学研究所のラボに数日間滞在

する体験入学の機会を、旅費・滞在費のサポート付きで提供した（2022 年度は 30 名

がこの制度を利用し、そのうち１名が 10 月、3 名が 2023 年 4 月に総研大に入学し

た）。 
・ 海外の学生に研究所での研究体験の機会を提供する NIBB Internship Program を実施

した。COVID-19 水際対策の緩和に伴い、海外からの受け入れを再開し、2022 年度

中に国外から 5 名、国内大学に留学中の学生 2 名を受け入れた（旅費・滞在費をサ

ポート）。このうち、ベトナムから来所の 1 名が 12 月に総研大を受験し、2023 年 10
月に国費留学生として入学する見込みである。さらに 5 名の海外の大学院生が所属

大学等の資金で来所し、当研究所での研究を体験した。 
・ 大学生向けに、基礎生物学研究所の知名度向上を目指して実施してきた「基礎生物

学研究所 大学生のための夏の実習」は、コロナ禍により 2020 年度より実施が中止

されている。それに代わるイベントとして、2021 年度に引き続き「基礎生物学研究

所 大学生のための夏のレクチャーシリーズ（オンライン）」を８月に開講した。2022
年度は、オンラインレクチャーと実験室からの実験手法の紹介中継の２本立ての内

容で好評を博した。登録者数 132 名､６回シリーズのべ参加人数 342 名であった。 
【若手研究者支援】 

・ 研究所の運営費により若手研究者を任期５年の特任助教として雇用している。2022
年度は、年度途中からの雇用などを含め 14 名を雇用した。 

・ 優れた研究成果を上げ将来の学術研究の発展への寄与が期待できる若手研究者（学

位取得後 13 年以下（出産・育児・介護等による休業期間を除く））への支援として、

研究費助成の制度（基礎生物学研究所 若手研究者賞）を設けている。2022 年度も

所内公募により 3 名を選出し、表彰を行うとともに研究費の助成を行った。 
・ 科研費に関する情報交換会の場として、科研費申請希望者を対象に「科研費カフェ」

をオンラインで７月に開催した。初めて科研費を申請する若手研究者を含め、多数

の参加者があり、今年度の申請システムの変更の説明などが行われた。 
・ 日本学術振興会の特別研究員申請を希望する大学院生に対しては、総研大主催の申

請書準備講座が開催されたが、これに加えて、研究力強化戦略室・若手研究者支援

グループが中心となって希望者に申請についての個別相談・指導を行っており、2023
年度分として２名が採用された。また、総研大独自の奨学制度である SOKENDAI 特
別研究員（挑戦型）については、2021 年 10 月採用分、2022 年４月採用分に続き 2022
年 10 月採用分についても 1 名が採用された。 

・ 子育て中の研究者支援として、引き続き、キャンパス内保育園の運営、出張時の子

供帯同のための旅費支援、保育サービス利用経費の一部補助を行っている。 
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図 27.大学院生からの人材輩出 

 

基礎生物学研究所にて研究活動を行なった総研大生、又は特別共同利用研究員（受託大

学院生）は、大学や国・県等の研究機関の教職員、民間企業の研究員や公務員など様々

な分野で活躍している。上記の表は 2022 年 6 月 23 日時点での、アカデミアの職位につ

いた者の追跡調査の結果である。基礎生物学だけでなく様々な分野の研究職、海外機関

でのグループリーダー、また、研究のバックグランドを活かした RMC などのマネジメ

ント業務でも活躍している。 
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図 28.広報とアウトリーチ活動 

 

・ 2022 年度は研究成果に関する 30 件のプレスリリースを行った。 
・ 公式ホームページや Twitter, Facebook, Youtube を活用し、研究所の日頃の様子や活

動を発信している。 
・ 株式会社ドワンゴとの共同で、研究活動をライブ感を伴って紹介するインターネッ

ト中継（ニコニコ生放送・ニコニコサイエンス）を企画・実施してる。2022 年 4 月

には、大型オンラインイベント「ニコニコネット超会議 2022」の企画の一つとして、

「イソギンチャクの「白化」現象を 200 時間科学する春の自由研究～ 基礎生物学研

究所×niconico」と題し、イソギンチャクの白化実験の実演と研究解説を行い、48 万

5,012 件のアクセスと自己収入 880,440 円（うち、基生研の自己収入 409,714 円）を

得た。得られた収益は、「基礎生物学研究所 ニコニコ生物研究助成」として、番組

に出演した研究者に配分した。また、2022 年 10 月には、食虫植物研究をテーマに

「食虫植物の捕虫をみんなで観察しよう！〜虫を捕らえる仕組みを徹底解析〜」と

題して開催し、のべアクセス数は 54,362 件と自己収入 351,160 円（うち、基生研の

自己収入 133,412 円）を得た。 
・ 岡崎市教育委員会との連携事業として、2022 年度は岡崎市内の小中学校への出前授

業６件を実施した。岡崎市内の小中学生の理科の自由研究を表彰する「未来の科学

者賞 2022」を、分子研と生理研と共に、10 名に授与した。 
・ SSH 指定校への教育の協力として、愛知県立岡崎高校への研究発表指導を行うと共
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に、出前授業 1 件を行った。 
・ 愛知県が推進する「あいち STEM ハイスクール」に指定された愛知県立岡崎北高校

への出前授業２件を行った。 
・ メディアとの連携活動として番組制作に協力した（NHK BS ヒューマニエンス、な

ど）。 
・ 自然科学研究機構 若手研究者賞記念講演にて、三井助教が講演を行った。 
・ 大学共同利用機関シンポジウムにて、大坪特任助教が研究紹介を行った。 
・ 2022 年 10 月 1 日に基礎生物学研究所一般公開を開催した。「生き物はアートだ!!」

をテーマに、岡崎コンファレスセンターにおける展示会場（来場者数 508 人：感染

予防対策として事前予約制で人数を限定して来場者を募集）、展示会場の様子をオ

ンラインで紹介する番組（視聴回数 780）、研究者 16 名が研究トークを行うオンラ

イン番組（視聴回数 2,250）、ニコニコ生放送による 24 時間オンライン放送（内容に

ついては前述：アクセス数 54,362）と様々な形式を組み合わせて、広く基礎生物学

研究所の研究を紹介した。 
・ プレスリリースを行った成果について、広くオンラインで紹介する「研究成果紹介

セミナー」を実施した。 
・ 地元のコミュニティエフエム局であるエフエム EGAO と共同で、研究や研究者の人

となりを伝える番組 EGAO FRIDAY SCIENCE LAB.が開始された。 
・ 愛知県との連携協定を締結し、名古屋市科学館にて基礎科学講演会を共同で開催し

た。 
・ とよた科学体験館のワークショックに講師を派遣し「マングローブ林にすむコオロ

ギの不思議 ～動物行動学が解き明かす体内リズムの謎～」と題して実施した。 
 

プレスリリース掲載ページ：https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pr/ 

報道記録掲載ページ：https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pressrecord/ 

ニコニコ生放送開催報告： 

https://www.nibb.ac.jp/niconico_aiptasia/ 

https://www.nibb.ac.jp/niconico_carnivorous_plants/ 

アウトリーチ活動紹介ページ：https://www.nibb.ac.jp/webmag/diary/ 

://www.nibb.ac.jp/niconico_carnivorous_plants/ 
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図 29.産学連携活動 

 

・ 研究力強化戦略室産学連携グループを中心として、自然科学研究機構研究力強化推

進本部および岡崎統合事務センター国際研究協力課と連携し、特許取得支援、保有

するシーズの実用化に向けた共同研究や企業からの受託試験のサポート、実用化に

向けた研究をサポートする JST 等の研究費申請のサポート、および所内の産学連携

事案に対してより細やかなサポートを行うことで、産学連携活動を推進している。 
・ 2022 年度の活動として、機構が発刊しているシーズ集に基礎生物学研究所から４件

掲載した。また、国内最大の大学発シーズの見本市となっているイノベーションジ

ャパン 2022 に１件出展した。左倉和喜研究員（進化発生研究部門）のシーズ「昆虫

飼育に向けた自動給餌装置の開発」を装置・デバイス部門で出展した。 
・ 岡崎信用金庫と研究シーズの産業利用を目指した新たな取組みについて対話を継続

している。岡崎信用金庫およびアメリカのベンチャーキャピタルである Fusion X 
ventures と新たな産学連携の形を模索している。 

・ 国内、外国企業へのライセンス実施許諾契約やライセンス交渉、企業との共同研究

契約サポート、実用化志向の研究費申請のサポート等を行った。 
・ 上記の基生研からの企業との共同研究が進行している産学連携のシーズとして、「Ａ

Ｉ視覚による人に寄り添う視覚支援ツールの開発」、「アーバスキュラー菌根菌の純

粋培養系の開発」などがあげられる。 
・ ゲノム編集技術を用いた養殖魚の品種改良で知られているベンチャー企業であるリ

ージョナルフィッシュにおいて基生研の特許技術が活用されている。 
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・ 2022 年 12 月に岡崎 3 研究所と愛知県との連携協定が締結された。それに伴い、愛

知県内の産学官連携による研究開発をサポートする補助金である「新あいち創造研

究開発補助金」の公募要項に、自然科学研究機構が“学”の組織として記載された。

加えて、愛知県主催の産学官共同研究の成果展示・商談会である「あいちモノづく

りエキスポ 2023」へのブース出展が予定されている。 
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2． 外部点検評価会議議事録 
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2022度基礎生物学研究所外部点検評価会議 

 

日時：令和５年７月 11 日（火）12:00～15:30 
場所：自然科学研究機構 岡崎統合事務センター棟 第１会議室 
 
参加者 
【外部委員】 
（運営会議委員） 
黒岩 麻里（北海道大学大学院理学研究院 教授） 
佐竹 暁子（九州大学理学研究院 教授） 
花嶋 かりな（早稲田大学教育・総合科学学術院 教授） 
（外部有識者） 
佐藤 健（群馬大学生体調節研究所 所長） 
五島 剛太（名古屋大学大学院理学研究科 教授） 
高橋 淑子（京都大学大学院理学研究科 教授） 
 
【基礎生物学研究所参加者】 
阿形 清和（基礎生物学研究所長 教授） 
皆川 純（副所長 教授） 
吉田 松生（第一研究主幹 教授） 
東島 眞一（第二研究主幹 教授） 
藤森 俊彦（第三研究主幹 教授） 
川口 正代司（第四研究主幹 教授） 
森田 美代（第五研究主幹 教授） 
新美 輝幸（総合研究大学院大学先端学術院先端学術専攻基礎生物学コース長 教授） 
真野 昌二（研究力強化戦略室副室長 准教授（司会）） 
立松 圭（研究力強化戦略室企画評価グループ ＲＭＣ 助教） 
倉田 智子（研究力強化戦略室企画評価グループ ＲＭＣ 助教） 
定塚 勝樹（研究力強化戦略室企画評価グループ 助教） 
藤田 浩徳（研究力強化戦略室企画評価グループ 助教） 
 
【議事録担当】 
株式会社コングレ・グローバルコミュニケーションズ 

 
【資料】 
・参加者リスト 
・外部点検評価資料（第１章（本誌 p.3）に掲載） 

・別添資料１（共同利用研究実施課題一覧） 

・別添資料２（発表論文リスト） 

・要覧 2022（https://www.nibb.ac.jp/pressroom/pdf/yoran2022.pdf） 
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議事要旨 

 

１．阿形所長より挨拶と基礎生物学研究所の参加者の紹介があった。 
 

２．６名の外部委員より自己紹介があった。 

 

３．2022 年度の基礎生物学研究所の活動報告と質疑応答 

① 「2022 年度基礎生物学研究所外部点検評価資料」に基づき、阿形所長より 2022 年度の

基礎生物学研究所の運営面と中核拠点性について説明があった。 

② 五島委員より TSB センターの研究体制についての質問があり、阿形所長より所内およ

び所外の研究者向けの研究組織であり、階層を超えた研究を行う環境を整備したとの

回答があった。 

③ 佐藤委員より、超階層生物学研究において発生の時間軸に関する質問があり、阿形所

長、藤森教授、吉田教授より、時系列を加えたシングルセルトランスクリプトーム解

析の実施、ライトシート顕微鏡によるイメージング解析や DNA バーコードの利用、

新規モデル生物の開発についての説明があった。 

④ 黒岩委員より、RMC の職位についての質問があり、阿形所長より、現在の RMC 教員

は、基生研においてポストをもっていた教員を転換したこと、RMC では内部昇格がで

きるキャリアパスであることの説明があった。 

⑤ 黒岩委員より、プレスリリース後のメディアでの記事公開及び取材件数についての質

問があり、倉田 RMC 助教より取材件数は 34 件であること、現在の課題としてリモー

トでの取材が多くなり、地方の新聞支社からの取材が少なくなっているとの説明があ

った。 

⑥ 佐竹委員より、超階層生物学センターに赴任した教員の任期ついての質問があり、阿

形所長より、概算要求による超階層生物学センターのサポートが５年間であること、

６年目以降の内部経費化を目指していきたいとの回答があった。 

⑦ 佐藤委員より、RMC についての質問があり、阿形所長及び真野准教授より、RMC は

職員でなく教員としてカウントしているとの回答があった。 

⑧ 佐藤委員より、定員数と人事院勧告による給与増額についての質問があり、阿形所長、

及び吉田教授から定員数の縛りはないこと、RMC 教員についても教授、准教授、助教

と同じ枠でカウントされており評価指標の数値にも使用されていること、人事院勧告

からの要求は来ていないとの説明があった。 

⑨ 「2022 年度基礎生物学研究所外部点検評価資料」に基づき、阿形所長より、2022 年度

の基礎生物学研究所の国際性、研究資源、新分野の創出、人材育成、社会との関わり

について説明があった。 

⑩ 五島委員より、国際連携の締結についての質問があり、阿形所長と森田教授より、プ

リンストン大学、COS ハイデルベルグ大学と実質的な研究を行っていると説明があっ

た。 

⑪ 五島委員より、大学院生を増やす取組についての質問があり、阿形所長より、RA とし

て修士から 100 万円の経済支援をしているとの回答があった。 
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⑫ 花嶋委員より、アウトリーチ活動における研究アドバイザーに関する質問がり、藤森

教授より、そのような活動も行っているとの説明があった。この説明を受け、花嶋委

員より、高校側から気軽にコンタクトできる関係があると良いのではとのコメントが

あった。 

⑬ 高橋委員より、現場の研究室のメンバーが研究に専念できる環境整備、若手研究者や

大学院生同士のコミュニケーションの状況について質問があり、阿形所長、新美教授、

藤森教授より、院生部屋の充実やクラブ活動、他の教員による生命科学プログレスの

実施、所内セミナーによる全所員へのプレゼンテーション、総研大生に対して全教員

が持ち回りで行う講義（基生研概論）等を通して、ラボを超えた交流や所属ラボ以外

の研究の内容を知る機会を設けているとの説明があった。この説明を受け、高橋委員

より、現場の若手が本当の声を出せる雰囲気を作り、懐深くサポートしてあげて欲し

いとのコメントあった。 

⑭ 阿形所長より、所の様々な会議をできるだけまとめて同じ日に開催していること、教

員の評価方法が現在の課題の１つであること、皆川副所長より、所長ができるだけ他

の教授に負担をかけないように配慮してもらっていることが説明された。 

⑮ 高橋委員より、内部昇格についての質問があり、阿形所長と東島教授、藤森教授、吉

田教授より、岡崎３研究所では内部昇任についての考え方や制度が異なること、基生

研では必要に応じて公募をかけたうえで昇任した例があったこと、RMC で昇任できる

制度を作ったことが説明された。この説明を受け、高橋委員より、内部昇任の考え方

ついては、必要なら今後検討してもよいのではとのコメントがあった。 

⑯ 高橋委員より、本点検評価会議の内容の公開についての質問があり、阿形所長と真野

准教授より、文字起こしの内容を委員に確認してもらった後に公開する予定との説明

があった。この説明を受け、参加者で議論した結果、一字一句の議論の内容を公開す

る必要はなく、本評価会議後に外部委員に送っていただく評価・助言票の内容を取り

まとめ、それを確認してもらったものを公開することとした。 

⑰ 佐藤委員より、各職位の定員数についての質問があり、阿形所長と吉田教授より、承

継職員という名前は残っており、その定員数をきっちりと守らなくてはいけないとい

うことは経験したことはないとの回答があった。この説明を受け、佐藤委員より、昇

任と無期になるという二つの観点において、優秀な人が雇用のルールによりいなくな

ってしまい、新しく来た人がゼロベースから始めなくてはいけなくなり、研究も組み

直しになってしまうので、どちらがいいのかというのはポイントになるとのコメント

があった。 

⑱ 佐藤委員より、共同利用研究の受付のタイミングについての質問があり、阿形所長、

東島教授、吉田教授、真野准教授より、随時申請があること、旅費はサポートされる

こと、研究費を配分する種目については年度の最初の公募で埋まってしまうこと、ABiS

支援は主に共同研究ベースで行っているとの説明があった。 

⑲ 阿形所長より、閉会の挨拶があり、外部点検評価会議を終了した。 
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3． 外部点検評価会議アンケート結果 
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【運営面】【中核拠点性】【新分野の創出】 

１．2022 年 4 月に開始した下記の取組について、今後の要望も含めご意見をお聞かせ

下さい。 

 

（１）「超階層生物学研究」の推進について 

▶ 昨年立ち上げた超階層生物学研究は、公募プロジェクトを通じて、新たな基礎生物

分野の共同研究プラットフォームとしての visibilityが向上している。従来の階層生物

学ではなし得なかった、新たな方法論やテクノロジーを開拓し、成果発表を行うこと

で、超階層生物学研究を推進することの意義を対外的にもアピールできることが期待

される。 

 

▶ 大いに推進されて良いと思いました。 

 

▶ これまでの３つのセンター（モデル生物研究センター、生物機能解析センター、新

規モデル生物開発センター）を改組して、超階層生物学センターが創設された。本セン

ターにおける理念が明確に示されており、従来の活動に加えて未来型のビジョンが付加

されている。 

 

▶ 階層を超えた生命現象の解析と理解は、まさしく貴研究所が中核拠点となり展開す

べき研究であると評価できた。今後の展開に期待しているので、人件費の内部経費化な

ど、運営面での課題をぜひ解決してほしい。 

 

▶ 先端技術によって可視化される生命現象の膨大なデータを AI によって分析し、遺

伝子から個体群レベルまでの階層をまたいだ研究を推進する意欲的な取り組みである。

新規スタッフの参画によって、遺伝子―表現型の間にあるブラックボックスを明らかに

する技術開発などこれまでにない研究の展開が期待される。研究所内外の共同研究を活

性化し、分野横断的研究を一層進めるための中核拠点となり、生命科学に新しいコンセ

プトをもたらす成果を挙げて欲しい。 
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▶ 多様な生物種において展開される様々な生命現象についてゲノムから個体に至るま

での各階層をつないで俯瞰的に解析しようとする取り組みは大変素晴らしいものであ

ると思います。特に AI 技術を活用して各階層間にある壁を解消しようとする試みは先

駆的だといえます。一方で、この先進的な取り組みが外部から見たときに、どのように

自身の研究に取り込めるのか、ゲノムからＡＩを用いてなにがわかるのか等、がわかり

にくい気がしました。HP などを用いて本取組によってうまく展開した実例紹介や動画

などを用いた説明コンテンツ等をより充実させていただければと思います。線虫、ハエ、

マウスなどのユーザーの多いモデル生物についても実例があるとよいかと思います。 

 
（２）組織改編と RMC制度の新設について 

▶ 2022年度に新設した RMC 制度は、博士学位を有する所内外の研究者が、その実績

と経験を活かせるキャリアパスとして有効である。各機関（大学、研究所）のニーズや

研究分野により、求められるリサーチマネージメント職の経験や業務内容は異なるが、

将来的には文部科学省や科学技術政策に精通した人員へ枠を広げることで、研究のプロ

モーションや概算要求への戦略を推進していくことも有用である。 

 

▶ 大胆な改革で、実行力に驚かされました。良い改革だと思いました。 

 

▶ RMC 制度は、国立大学のURA（University Research Administrator）と共通点が多

い制度だと感じた。異なるところは、RMC 教授、RMC 准教授、RMC 助教などの称号

が付与されていることであり、たしかに国内外でのさまざまな交渉などにおいて、これ

らの称号は有利に働く可能性が高い。また業績によって昇任の道もひらけるなど、本人

の意欲向上につながるシステムになっていると評価される。 

 

▶ 組織改編および特に新しいキャリアパスを設定した RMC 制度の新設導入は、画期

的な取り組みであり高く評価できる。今後も柔軟な人事制度を導入するなど、さらなる
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改革を期待している。 

 

▶ RMC 制度の導入によって、スタッフのインセンティブの向上と活躍の幅が拡張し、

良い効果をもたらしていると思われる。引き続き、所内スタッフの能力を最大限に引き

出すシステムづくりを進めてほしい。分野横断研究ユニットは名前だけでなく、実質的

にも異なるグループ間の交流を触発するための場としての機能を期待している。 

 

▶ 時代に変化に伴い、組織改編をすることは重要かと思います。超階層生物学センタ

ー間の各室間、研究室間の有機的な連携を期待しています。また、その他の研究機関と

の共同研究や連携がさらに増加するとよいかと思います。 

RMC 制度に関してはよい取り組みかと思いますが、このポジションの方が教員なのか

職員なのかが若干気になりました。国立大学等では教員と職員、技術職員は明確に区別

されており、給与体系も異なります。名称は RMC 教授等とのことですが、資料では職

員となっております。 

 

【国際性】 

２．第４期においても、欧州分子生物学研究所（EMBL）、プリンストン大学、ハイデル

ベルグ大学と国際連携活動を行っています。これらの研究機関との連携活動についてご

意見をお聞かせ下さい。 

▶ 海外の研究機関との連携は、その窓口となる研究者・事務担当者の裁量に寄るとこ

ろが大きく、双方にとって連携活動を維持することがメリットとなることを共有した上

で継続していくことが望まれる。コロナ禍ではオンラインで活動を維持できており、今

後は対面での交流を積極的に行い、研究所の方向性も踏まえて有機的な連携活動を展開

することが、特に研究室所属の若手研究員や学生のキャリアパスにとって意義が大きい

と考えられる。 

 

▶ 国際連携は大学でも上層部から次々と求められ、末端の教員の疲弊の一因となって
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います。トップダウンで降りてきたら数をこなすことは仕方ないのでしょうが、真に意

義のある連携に絞られることを願います。 

 

▶ これらの国際連携は、「個人的に良く知っている、あるいはすでに共同研究をして

いる研究者が先方にいる」などがきっかけになる場合が多いと思われる。NIBB の現場

の研究者に過度な負担がかからない程度にうまくバランスをとって進められたらよい

と思う。 

 

▶ これら大学や研究機関との実質的な連携活動は、高く評価できる。これらの連携を

今後も継続的に発展させること、さらに連携先を広げていく試みや展開を期待している。 

 

▶ 実質的な研究教育活動を伴った連携活動を行っている。今後は、シンガポール国立

大学や Academia Sinicaなどアジア諸国との連携を進めていることも評価できる。 

 

▶ 非常に多数のセミナーや実質的な人材交流、技術交流、共同研究を展開されており、

素晴らしいと思います。 

 

【研究資源】 

３．研究者コミュニティからのニーズも踏まえ、下記の活動を第３期に引き続き第４期

においても継続しています。これらの活動について、改善点や要望等ご意見をお聞かせ

下さい。 

（１）大学連携バイオバックアッププロジェクト（IBBP） 

▶ 多くの国内の大学・研究室では資料保管スペースや技術が制限される中、生物遺伝

資源の保全は重要な位置付けにあり、今後も積極的に継続してほしい。 

 

▶ 今後も継続いただきたい事業です。 
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▶ 培養細胞に加えて精子や胚など多岐にわたる生物遺伝資源のバックアップを行う活

動は、東日本大震災などの自然災害によって貴重な資源が失われるのを防ぐことができ

るなど、その意義は極めて高い。また自然災害にかぎらず、何年もかけて確立した系統

種などを保管することは、我が国の財産を守ることである。この素晴らしい活動をさら

に全国に周知されることを臨む。 

 

▶ 私自身が利用者であり、大変ありがたく活用している。北海道では、2018年に北海

道胆振東部地震があり、北海道大学は揺れ等による倒壊などの被害は少なかったものの、

最大で 5日間に渡る停電を経験した。非常用電源等の措置がなされていない部局や建物

もあり、希少種を扱った研究をしている私は、希少サンプルが保管された冷凍庫・冷蔵

庫の温度確保に大変な思いをした経験がある。バックアッププロジェクトにより大きな

安心を得ているため、今後もぜひ継続してほしい。 

 

▶ 日本の基礎生物学を支える重要な活動であり、引き続き継続して欲しい。 

 

▶ 素晴らしい取り組みだと思います。ちなみに基生研の生物資源もどこかにバックア

ップがあるのでしょうか。 

 

（２）ナショナルバイオリソースプロジェクト「NBRP メダカ（2028 年度より他機関に

移設予定）」、「NBRPゼブラフィッシュ」、「NBRPアサガオ」 

▶ 多くの国内の大学・研究室では資料保管スペースや技術が制限される中、生物遺伝

資源の保全は重要な位置付けにあり、今後も積極的に継続してほしい。 

 

▶ 今後も継続いただきたい事業です。 

 

▶ NBRP は、我が国のバイオロジーを支える根幹をなすプラットフォームである。そ

のうちの上記３つについて精力的な活動を進めておられることは高く評価される。学会
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その他の機会を利用して、さらに全国の研究者に周知されることを期待する。学会での

ランチョンセミナーは非常に効果的である。見学会などを企画してもよいかもしれない。 

 

▶ 特になし。 

 

▶ 日本の基礎生物学を支える重要な活動であり、引き続き継続して欲しい。 

 

▶ 継続すべき素晴らしい取り組みだと思います。メダカ、ゼブラフィッシュの話を聞

くたびに基生研が紹介されている気がいたします。 

 

（３）先端バイオイメージング支援プラットホーム（ABiS） 

▶ イメージングや様々なトレーニングコースを通じて技術支援を行っているが、受け

入れ人数に限りがあるために、オンラインで開催するコースなどについて録画を公開す

るなど、より多くの（若手）研究者がアクセスできるような教育コンテンツを提供する

ことも有効である。 

 

▶ （仕組みがよくわかっていませんのでノーコメントです。） 

 

▶ これまでも ABiS の活動を精力的に進めてこられ、その認知度も高まっている。今

後もこれらの活動の継続を期待したい。一方で、バイオイメージングの支援プラットホ

ームの問題点としては、「なま」のサンプルをイメージング解析する際に生じるプラテ

ィカルなハードルがある。つまりNIBB でサンプルを調整し、それをすぐにイメージン

グ解析するニーズがあるというときに、そのサンプル調整の環境がどれだけ整っている

かについて、ユーザーへの丁寧な説明などが必要となる。ユーザーとの対話を大切にし

て ABiS のさらなる効果的な活動を望みたい。 

 

▶ 生物イメージングのニーズは増加傾向にあると思われるが、どのような支援が可能
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なのか、自身の研究にどのように取り入れることができるのか、少しイメージしにくい

印象を受けた。相談窓口を設けるなど工夫もされているので、ABiS の存在をアピール

し、周知、浸透をはかる広報活動が重要であると思われる。 

 

▶ 技術普及と若手育成を目的としたトレーニングコースの積極的な開催は高く評価で

き、我が国の研究力の底上げに貢献している。トレーニングコース参加や支援事業の募

集については、情報格差なく誰もが応募できるよう一層幅広い研究者コミュニティーに

周知をしてほしい。 

 

▶ 素晴らしい取り組みだと思います。遺伝子組換え生物を持ち込む際の手順等がわか

りやすくなっているとよいかと思います。電顕の受託解析等も行っていただけると共同

研究をより申し込みやすいかと思います。 

 

【人材育成】 

３．基礎生物学研究所での大学院生教育、入学者確保の方策についてご意見をお聞かせ

下さい。 

▶ これまで実施してきた大学院説明会や研究体験を幅広く周知することで、国内外か

らより多くの学生をリクルートすることができると考えられる。一方、学位取得後の研

究者が多数を占める研究所では、学生同士の交流を積極的に推進していくことも重要で

あり、学生主体のイベント（理研では学生招聘セミナーと称し、学生同士で話し合って

話を聞いてみたい研究者を国内外から招聘し、セミナーやランチ交流会を設けるなどの

取り組みを行っていた）を企画することも有効である。 

 

▶ 優れた研究室が揃っていますのに、今後の入学者確保が心配です。５年間の経済支

援が大きな売りだったと思いますが、これまでの「年 100万円を５年間支給」では、現

在は有力大学には対抗できなくなるのではないでしょうか。たとえば私の所属する大学

の場合、博士号を目指す学生は修士の２年間は卓越大学院プログラム（年 100 万円程
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度）、その後の３年間は全員が次世代研究者挑戦的研究プログラム（年 200万円程度）

もしくは学振DC（240万円）の支援を受け、また授業料免除です。このシステムにな

ってから博士後期への進学率は大幅上昇です（因果関係は証明されていませんが）。他

の大学でも同様ではないかと推察します。これに対抗するには、基生研の院生の支援は

大幅な増額が必要と感じます。また総研大 SOKENDAI という名称ではどこのどういう

大学院なのかさっぱりわからないので学生たちが魅力を感じないと思います。これはず

っと課題だったと思いますが、引き続き名称変更を働き掛けられてください。 

 

▶ 総研大の認知を深める努力は欠かせないだろう。一方で、名古屋大学を初めとした

東海地方を中心とした各大学との連携をうまく利用していただきたい。 

 

▶ RA として 100 万円程度の経済支援を行なっているとのことであるが、不十分であ

るような印象を受けた。私が所属する大学の学生支援も他大学に比べて遅れている方で

あるが、博士人材フェローシップとして、博士課程への進学者には月額 15 万円の研究

専念支援金（生活費相当）と年間 40 万円の研究費（どちらも返済不要）、また、進学

前の修士課程から継続的な授業料免除の措置を行なっている。このフェローシップの開

始により、私が所属する大学院では、博士課程進学率が大幅に増加した。経済支援が手

厚いところに学生は流れてしまうので、経済支援制度は入学者確保のために検討すべき

項目であると考える。 

 

▶ 全国的に学生の大学院進学率が低下する現状では、他大学に在籍する大学院生をよ

り多く受け入れ共同指導を行う仕組みをより充実させると良いのではないだろうか。海

外学生のインターンシップなどの企画は、今後さらなる成果が上がることが期待される。 

 

▶ 大学院生が３８名程度とのことで、この規模の大学院大学としては少ない気がしま

した。どこの大学も人材確保に苦労しておりますので、大変かと思います。一方、大学

院生に対しての教育、支援の在り方については現状でも非常に手厚いものであると思い
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ます。総研大で学位を取った方で基生研の教授になられた方は現在在籍されていますで

しょうか。もしそのような方や卒業生で活躍されている方がおられるのであれば、よい

ロールモデルになるかもしれません。もうされているかもしれませんが、大学院説明会

などで講演していただいたり、HP で紹介してはいかがでしょうか。 

 

【人材育成】 

４．女性研究者と外国人研究者の現状と採用について、貴研究機関での取組についてお

聞かせ下さい。 

▶ 生物学は科学の中でも比較的女性の割合が高く、女子学生の大学院進学率も資質も

高い分野でありながら、研究室主宰者レベルで女性比が低い主要因は、自身が育った環

境（特に両親の教育方針）と、ワークライフバランスの取りにくさにあると考える。業

績が重視されるアカデミアの世界では、キャリア形成とバイオロジカルクロックを天秤

にかけざるを得ないことがほとんどであるが、いずれも身近にロールモデルとなる女性

研究者を増やすことが効果的である。 

一方今後の日本では研究者人口の減少も見込まれ、特に若い世代は言語の壁も低くなっ

ていることから、外国人研究者の積極的な採用を見据えて、早い段階から留学生の受け

入れや教育環境を整えていくことは重要である。英語学位プログラムや留学生対応の生

活コーディネーター等の取り入れも有効であると考える。 

 

▶ 女性研究者 

増やすように上から指示は出ていますし、現場もそのつもりです。女性ポスドクを特任

助教にするなどしたので、非 PI の数は男女であまり差がなくなりました。４５歳未満

に限れば学科教員の４割が女性です。ただ PI になると女性は２割未満です。これを低

すぎると考える教員と仕方ないと考える教員が混在している印象です。 

 

外国人研究者 

特に真剣な議論になったことはありません。私の所属する学科に外国人 PI はゼロ、非
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PI は約１割在籍します。事務職員で英語が堪能な人は少なく、教員にある程度の日本

語能力が必要なので、外国人教員は簡単には増えないと思います。ただ最近大学執行部

は世界大学ランキングなるものに振り回されていますので、（受け入れ態勢を整えない

まま）ポイント稼ぎだけのために増員を命令してくる可能性はあります。 

 

▶ 私が所属する大学の場合は、以前の総長の大改革によって、「外国人教員 100人」

計画がスタートし、各部局に多くの外国人教員が配置された。それらは概ね功を奏して

いるといえるが、このような大改革には極めて多大な労力を伴ったことも申し添える。

女性研究者（教員）の確保については当大学でも喫緊の課題であり、昨年度より前代未

聞の女性限定教員の大幅確保にむけて、公募なしもやむなしという判断を導入した。こ

の改革も長年にわたり激しい議論があった末のことであるが、これらの改革を取り仕切

った執行部の１人として感じるのは、改革が真に必要であるときは、トップダウンで動

くしかないということである。ただしそこで大切なことは、議論が熟することと（ある

程度の納得感が必要）、トップからの丁寧な説明が欠かせないということである。女性

研究者の（少々無理な）増員策を強行するのは、現在の我が国の現状に鑑みると、短期

的には研究・教育の質低下を招くことは避けられない。しかしそれでもその後に開ける

社会の豊かさがそれを凌駕するものであれば、しばらくの辛抱も致し方ない。 

 

▶ 私が所属する大学では女性准教授を教授に昇任させるポイントを、大学が 10 年間

もつ取り組みを今年度より始めており、30 名程度の女性教授を昇任させる見込みであ

る。過去に、テニュアトラックによる若手女性教員の採用を全学的に行ったことがある

が、多くの女性教員は他大学等へ異動し、定着しなかった。これは、各組織で女性教員

を育成する環境や理解が乏しいことが理由として考えられた。また、本学は特に上位職

（教授等）における女性の割合が少ないことが問題視されていることもあり、まずは内

部昇任により女性教授を増やし、今後、若手の女性教員を受け入れていくための研究・

教育環境を醸成する狙いがある。 

なお、基礎生物学研究所では内部昇任は原則行わないとのことであるが、女性や外国人
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を問わず、優秀な人材を確保するためにも、内部昇任に対する人事制度を見直してどう

かと思う。余人をもって替えがたい人材であり、公募を行なってもこれ以上優れた人材

からの応募が見込めない状況下では、内部昇任を行なっても良いように考える。 

 

▶ 私が所属する大学では、ダイバーシティ・スーパーグローバル教員育成研修の導入

によって、女性教員、外国人教員、若手教員の上位職への昇格を見越した研究プログラ

ムが進められている。 

 

▶ 当大学ではダイバーシティー推進センターを中心に女性、若手、外国人の方々の採

用を推進しております。私の所属する部局でも現在、女性限定で教授の公募をしており

ます。女性教員比率は２０％で以上をキープしており、今後さらに増加する予定です。

外国人についても様々な補助、官舎の用意等をして対応しております。これらについて

もよいロールモデルとなる方がいるとよいかと思います。 

 

【社会との関わり】 

５．広報活動や産学連携活動など、社会との関わりについての取組についてご意見をお

聞かせ下さい。 

▶ 公式ホームページや生放送等の広報活動を通じ、一般人や若い世代に生きものの面

白さや研究現場を配信することは非常に有効で、この先数年間後の生物学分野の研究者

の裾野を広げ、若い世代に生物学と研究への敷居を下げることが期待される。 

 

▶ 私自身は、最近の過剰なアウトリーチ活動が大学教員疲弊、研究力低下の一因と考

えています。特に高校生への手厚い指導は異常です。あのエフォートは、学費を払って

くださっている自分の大学の学生に対して向けるべきだと考えています。 

産学連携はうちの場合は学科としてというより個々の研究者が必要に応じて進められ

ている印象です。強制されていないので良いと思っています。 
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▶ 現在は、どの大学も広報活動に苦心している。NIBB の特性がきらりと光るような

広報活動を狙うのがよいのではないだろうか。先日の説明会では、NIBB ならではのワ

クワクした研究が多く紹介された。生物学の場合、一般社会に説明しやすいという利点

がある（数学などでは非常に厳しい）。生き物が好きな一般の方々が夢をもてるような

発信を続けて戴ければと思う。 

 

▶ ニコニコ生放送による取り組みは大変ユニークで、生物の持つ面白さ、魅力を伝え

る活動として高く評価できる。一方で、広報活動はターゲットとその効果を明確に踏ま

えた上で取り組むべきであり、研究所の広報活動としては、広報戦略を立てる余地がか

なりあるように感じる。ターゲットは、国内では所外研究者、大学院進学希望者、一般

市民などとなるが、現在の広報活動がどのターゲットに対してどのような効果があるの

か、検討していただきたい。さらに、国際広報の観点が不足しているような印象を受け

た。ニコニコ生放送はおそらく日本での配信のみと思われるため、海外に向けた配信ツ

ールも検討していただければ大きな効果があるように思う。 

 

▶ 広報に大変力を入れサイエンスの市民への普及に貢献している。今後も新しい取り

組みを期待している。 

 

▶ メディアを活用しての広報活動、出前授業などの地域貢献を積極的に展開されてお

り、大変評価されると思います。産学連携については社会実装されることを目指して、

さらに展開されること期待します。 

 

【その他】 

６．基礎生物学研究所で進展すべき研究分野、及び連携したら良いと思われる研究機関、

取り組むべき事業などについてご意見をお聞かせ下さい。 

▶ 生物分野の多くの研究所や大学の専攻が医科学、生物工学、システム生物学へと移

行していく中で、生物そのものを対象とした基礎生物学を推進する研究所は国際的にも
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重要な位置付けにある。第４期の超階層生物学を推進していくにあたり、構造生物学や

合成生物学の研究分野も展開や、現在の連携研究の強化に加え、アジア諸国（インドの

TIFR、他）の動向をみながら新たな交流を模索していくことも有効であると思われる。 

 

▶ 基生研には極めて優れた研究者が集まっていますから、一緒にやりたいと思う若い

学生・ポスドクを増やすことが何より大切だと思います。今の大学生の感覚は斬新です

から（特に IT関係では）、教授陣も刺激を受けられると思います。 

外から見た基生研の印象は「おじさん達が実に楽しそうにサイエンスをしている」とい

ったものでした。「生き物研究の世界の拠点」にはなっていると思います。一方、女性

PI、若い PI が少ないのは今でも気になります。学生がほとんどいないのは同じながら、

テニュアトラック若手 PI を積極的に採用している（ように見える）遺伝研とは様相が

異なります。 

 

▶ 政府・行政機関が「出口がみえる」研究（特に臨床医学関連）にウエートを置いて

いる昨今において、それとは異なる切り口で素晴らしいサイエンスを発信することこそ

がNIBB の真骨頂だと確信する。その哲学を共有できるところと手を組むことができれ

ば、双方にとってのメリットが高いだろう。 

 

最後に、NIBB は時代のニーズに合わせて機動力高く柔軟な変化を可能にできる高いポ

テンシャルをもっておられます。これをうまく利用して、あまり過去や前例にとらわれ

ずに未来型の姿勢で運営されることを切に望みます。会議のありかたなど、「大切なこ

と」と「些末なこと」を区別して、構成員全員が積極的に研究所の運営に参加できる空

気作りをお願いいたします。「研究所の運営は、すべて構成員の研究力強化のためにあ

る」ということが若い研究者にも感じられたら、NIBB の将来は明るいものになると確

信いたします。 

 

▶ 特になし。 
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▶ ポスト超階層生物学を見越した活動を考えた場合、野外環境で生じる生命現象や生

物多様性を対象とした研究分野が加わるとより強力になると思いました。 

 

▶ 基礎生物学研究所で得られた基盤的知見を医学系等との研究機関で活用できるとよ

いかと思います。また、その逆も重要で、双方向的かつ有機的な連携が強化されるとよ

いかと思います。 
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